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インデックス・モジュールについて 

FTSE Russell Index Module (IXM) は、ユーザーが理想的なカスタム・ベンチマークを設計し、過去の傾向を調査し、債券

ユニバースについて詳細な分析を実行できるツールです。これは、FTSE債券インデックスの 5つの標準パッケージに含ま

れるすべてのインデックス・ファミリーを網羅しており、トータル・リターン、インデックス・レベル、回転率などの多く

の指標について過去 20年分の時系列データを参照することができ、また、最長で過去 10年間の履歴のバックテストを瞬

時に行うことができます。このツールを使用すると、以下のようなカスタマイズが可能になります: 

• 最大 10 のベース・インデックスで構成されるコンポジット。ベース・インデックスは個別にウェイトを設定する

ことが可能です 

• GLICコード、COBSコード、国、格付け、発行体などの債券指数のセクターに基づく組入れ/除外 

• セクターレベルで上限を設定 

• 部分ヘッジ 

• 除外リスト 

• 特殊なセクターに焦点を当てたカスタム・セクター化 ―（例）流動性による制約として一定の残存額面以上の銘柄

のみを選択 

ただし、このツールは FTSE Russell が提供可能なカスタマイズ機能をすべて網羅しているわけではありません。最適化な

ど、さらに複雑なオーダーメイドのカスタム戦略が必要な場合は、いつでも弊社までご連絡ください。 
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インデックス・モジュールへのアクセス 

インデックス・モジュール（以下 IXM） には Webブラウザまたは LSEG Workspace（旧 Refinitiv Workspace）の 2

つのプラットフォームでご利用いただけます。ユーザー・インターフェースの表示を日本語に切り替える方法は、巻末

の「言語の設定」をご覧ください。 

Webブラウザでログインする方法 

 

www.yieldbook.comにアクセスし、

起動メニューに移動します。Yield 

Book Q |Indexを選択します。 

 

 

 

ログイン・ページで、ユーザー名と

パスワードを入力します。次に、

[Launch Yield Book Q | Index]ボタン

をクリックします。 

LSEG Workspace 経由でログインする方法 

 

ユーザー名とパスワードを使用して 

Workspace アプリケーションにログ

インします。検索メニューにおいて

「FTSE Russell Index Module」と

入力すると、ツールが「FIXM」と

いう略語で表示されますので、メニ

ューでツールを選択して、インデッ

クス・モジュールを起動します。 

 

  

http://www.yieldbook.com/
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基本的なナビゲーション 

アプリケーションが起動されると、次のホーム画面「インデックス一覧」が表示されます。このページでは、ナビゲー

ション用のトグルとラジオ・ボタンが表示されます。 

 

1. インデックス一覧のユニバースは FTSE Indicesが既定となっていて、 FTSE債券インデックスの一覧が表示さ

れます。ここの表示がドロップダウン・メニューになっている場合は、カスタム・インデックスも選択でき、

FTSE Russellとライセンスを締結済みとなっている貴社のカスタム・インデックスが表示されます。 

2. 証券クラスのメニューを使用すると、FTSEインデックスの資産クラス別のユニバースを選択できます。債券

を選択すると、標準の FTSE債券インデックスが表示され、グローバル、EMEA、新興国、アメリカ、APAC 

パッケージのすべての親インデックスと、アクセス権のあるテーマ別インデックスが含まれます。これに加え

て、Fixed Income Canadaを選択すると、FTSEカナダ債券インデックス・シリーズが表示されます。IXMで

アクセス可能な項目は、ユーザーのライセンス契約に準拠しています。 

3. この「サブインデックスを含める」と表示されたボックスをチェックすると、下部のインデックスのリストに

標準パッケージに含まれる 約 7,000 のサブインデックスがすべて表示されるようになります。これらは、平均

残存年限、格付け、業種などで細かく分類されています。 

4. 検索ボックスを使用して、表示されるインデックスの範囲を絞り込むことができます。探しているインデック

スの種類に関連する情報を入力すると、関連したオプションを含むスマートメニューが表示されます。たとえ

ば、ユーザーが「US」と入力して検索すると、スマートメニューは USBIGや US Treasury STRIPS Indexな

どの標準指数を提案しますが、Country = United States、あるいは Currency = USD などのユニバースをフィル

タリングするオプションも提供します。検索が実行されると、下部のリストには、検索によって抽出された親

インデックスとサブインデックスが表示されます。 

5. ここに表示されているラジオ・ボタンは、リスト内のインデックスのリストを特定の基準で絞り込むために使

用され、地域、証券タイプ、格付け、通貨、市場、加重方法により絞り込むことができます。上のスクリーン

ショットで表示されているように、これらのラジオ・ボタンにリンクされている各インデックスの分類はすべ

て、インデックスのリストの右側の列に表示されます。  
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インデックスの表示 

メニュー内のすべてのインデックスは、ツール内の独立したインデックスとしてアクセスできます。青色の名前をクリ

ックすると索引ページが開きます。基本的な説明はページの上部にあり、メソドロジーの概要がページの下部に表示さ

れます。 

 

 

インデックスを選択すると、画面左上のメニューが変化し、プライシング日、プ

ロファイル基準月、ベース通貨が表示されます。 

プライシング日（Pricing date）は、インデックスに合わせて任意の営業日に設定

できます。FTSE 債券インデックスは毎月の月末にリバランスされるため、選択

した日付がその月の最終営業日の場合、 プロファイル基準月（Profile month）

は、当月の月末と翌月の月初の 2つを切り替えることができます。月末最終営業

日以外の日付では、その当月のプロファイルが既定として表示されます。 

ベース通貨（Base currency）はドロップダウン・メニューを使用して変更するこ

とができます。ツール内で適用されるデータおよびヘッジ通貨は、常にここで設

定されたベース通貨に準拠します。 
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インデックスページの 4 つのタブは、インデックスの表示、比較、カスタマイズのいずれの場合でも、ツール全体を

通じて一定です。最初のタブは [プロファイル] で、選択されたインデックスのプロファイル特性が表示されます。ま

た、左上のメニューにプライシングの日付が表示されます。 

 

1. ダウンロード・ボタンを使用すると、表示されているセクターレベルのデータ、または設定されたプロファイ

ル月と価格設定日の時点での構成銘柄データをダウンロードできます。この資格は、ライセンスに基づいて設

定されます（ファイル形式は CSVとなります）。 

2. 表示されるキーワードは、右上の設定ホイールを使用して編集できます。これにより、キーワードの追加/削除

や表示順序の並べ替えが可能になります。 

3. セクター化メニューを使用すると、平均残存年限（Weighted Average Life）、格付け（Quality）、GLIC（資

産クラス） コードなどの FTSE債券インデックスのコマーシャル・ポリシーで提供される標準的な内訳毎にプ

ロファイルの特性が表示されます。 

2 番目のタブは [パフォーマンス] で、インデックスのパフォーマンス・データを時系列で表示します。 

 

1. ここで指数値（Cumulative Rtn）を選択すると、累積の収益率が表示されます。この機能により、月次データは過

去 20年間、日次データは 10 年間のデータを参照できます。インデックス値は、指定された開始日を基準日とし

て、常に 100から開始されます。収益率詳細（Periodic Rtn）を選択すると、Total Return(総合収益率)に加えて、

利息や元本収益率の構成要素が表示されます。サマリー（Summary）を指定すると、1 か月、3 か月、年初来、1 

年間および 3年間の指定された期間における期間収益率が表示されます。 
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2. セクター・メニューはプロファイル・タブと同様、パフォーマンス・タブ内において、セクター別の表示を選択で

きます。 

3. 表示される期間は任意に変更することができ、現在の月、四半期、または年に加えて、最大 10年間のカスタム範

囲も指定できます。リターンの履歴は、月次または日次で表示され、画面左上に設定されたベース通貨において、

為替ヘッジありまたは為替ヘッジなしで表示されます。すべてのチャートと基礎となるデータは、[ダウンロード] 

ボタンを使用してダウンロードできます。 

4. セクター化によって表示された項目のチェック・ボックスをオンに切り替えると、親インデックスとリターンを比

較することができます。セクター別のデータも親インデックスと共にダウンロードすることができます。 

3 番目のタブは「分析値」です。このタブは、[パフォーマンス] タブに似ていますが、[分析値] タブでは一度に 1 つの

項目を表示しているため、[項目（Metric）] メニューが表示されます。このメニューを切り替えることで、利回り、ス

プレッド、デュレーション、その他のいくつかの特性値について、月次では最長で過去 20年間、日次では 10年間の

履歴の時系列データを表示します。すべてのデータおよびグラフはダウンロードすることが可能です。 

 

 

最後のタブは「回転率（Turnover）」です。このタブは、前月比の時価総額の変化率として計算された片方向の回転率

を表します。日付範囲を調整することで、過去 20年間の履歴を表示することができます。チャートおよび作表に使用

されたデータは、ダウンロードすることができます。 
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比較機能 

IXMは比較機能を提供しており、基本ナビゲーション・ページから最大 4 つのインデックスを選択して、基本的なイ

ンデックスの特性から複雑な証券別のセクターまで、インデックスを並べて比較することができます。この機能は、リ

サーチの目的に適しています。 

ホーム画面の各インデックスの横には、分析やカスタマイズにインデックスを選択するために使用されるチェック・ボ

ックスがあります。比較するには、最低 2 つ、最大で 4 つまでのインデックスを、指数名の左側にあるボックスをチ

ェックして選択します。インデックスが選択されると、右上の [比較（Compare）] ボタンが青くなりますので、この

ボタンをクリックして「比較」ページを起動します。 

 

[比較] ページは、前述の基本ナビゲーションと同じように見えますが、選択したインデックスが並べて表示されます。

このページには 3種類のタブがあり、選択したインデックスをさまざまな期間やセクターでデータを比較できます。 
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インデックスのカスタマイズ 

IXMは Customize モジュールを通じてカスタム・インデックス作成の機能を提供します。FTSE債券ユニバースから最

大で 10 の親インデックスから構成されるカスタム・インデックスを定義することができます。カスタマイズ機能を使

用すると、複数の Iteration（反復）を並べて、インデックス手法を最適化し、目的に応じた理想的なベンチマークを作

成できます。このセクションでは、以下に示す例を挙げて説明します。 

- Iteration 1 

o インデックスのベース通貨は米ドル 

o 格付け: BBB 以下の証券をすべて除外 

o 満期：平均残存期間が 5年未満の証券を除外。 

o 国: 中国は時価総額比で指数全体の 40%以下 

o 発行体: 単一の発行体はインデックスの 5%を上限 

o ヘッジ: すべての通貨で為替ヘッジ比率を 50% 

比較機能と同様に、ホームページからカスタマイズの対象となるインデックスを選択し、「比較」ボタンの代わりに、

右上にある「カスタマイズ」ボタンを選択します。 

 

カスタマイズを開始する際には、新しい「プロジェクト」を作成する必要があります。 [カスタマイズ] ボタンを選択

すると、毎回新しいプロジェクトを作成するように求められ、下図のプロジェクト定義パネルが表示されます。 
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インデックスをカスタマイズする方法を下記に示します。 

1. まず、プロジェクト名を入力します。プロジェクトが作成されると、プロジェクト名を使用し、いつでもプロ

ジェクトを取得できます。 

2. 最初の Interationは「Iteration 1」となっていますが、プロジェクトに応じて名前を変更することもできます。

単一プロジェクト内に複数の Iterationがある場合は、最初の Iterationに他と区別する名前 (例えば、発行体の

上限値を変えて比較するのであれば、2% Cap、5% Cap、10% Capなど) を用いて、一連の Itereationとして

扱うと良いでしょう。 

3. ワークスペースでは、アクセス権の設定を行い、ユーザー・レベルまたは会社全体に適用するのかなど、プロ

ジェクトにアクセスして編集できるユーザーを定義します。Personalを選択すると、そのユーザーだけがアク

セス可能となります。ユーザーが Firmを選択した場合、同一社内のすべてのユーザーがそのプロジェクトにア

クセスできます。 

4. ここでのベース通貨は、ツール内で提供される任意の通貨に変更できます。ここで設定されると、プロジェク

ト内で自動的に反映されます。 

すべての項目を入力した後、「Create Project」をクリックすると、カスタマイズ用のツール内でプロジェクトの新し

いタブが開きます。上部の「+」ボタンを使用してプロジェクト名を検索すると、いつでもツール内でプロジェクトを

開くことができます。なお、複数のプロジェクトは同時に開いて利用することができます。 
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プロジェクト・ページは、(1)プレビュー・パネル、(2)カスタム・インデックス設定、(3)組み入れ基準と計算の前提の 

3 つのセクションに分かれています。カスタマイズ要件を設定した後に、(4)に示す[プレビュー] ボタン をクリックす

ると、プレビュー・パネルにカスタム・インデックスが表示されます。 

 

[カスタムインデックス設定] セクションには 6つのタブがあり、それぞれに独自のカスタマイズ機能があります。 

1. 「基準インデックス」タブには、選択された親指数の構成銘柄数および時価総額が表示されます。ここから、

ベース・インデックスのウェイトを指定したり、新しいインデックスにおけるベース・インデックスに上限値

（キャップ）や下限値（フロア）を設定することができます。また、表の右端の黄色のボックスに任意の数字

を入れて、ウェイトの制約を設定することもできます。たとえば、40:60にウェイトを設定する場合は、ABBI

に 40（%）を入力します。これらのウェイトを設定するには、ユーザーはまず [計算方法] タブに移動し、

Overlapping issuersを選択する必要があります。これがオフの場合はベース・インデックスのウェイト指定が

できません。 
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2. [セクター]タブでは、ユーザーはセクターの採用や除外、およびセクターに特定のウェイトを設定できます。

この例では、償還年限、格付け、国別フィルターをセクタータブで設定しています。 

• 残存年数が 1～3年および 3～5年を除外 

• 格付けで BBBを除外 

• 国別では、中国の右側の黄色のボックスに 40%の上限が入力され、中国の時価総額比を指数の 40%以

下となるよう設定しています。 

 

A. 左側のチェック・ボックスでセクターを含めるか、除外するのかを選択します。 

B. ツール内ではいくつかのセクター化機能が提供されており、ドロップダウン・メニューで変更するこ

とができます。このツールを使用すると、複数のセクターを使用してカスタム・インデックスを作成

できます。 

C. 加重方法（Reweight）セクションには 2 つのメニューがあります。 1 つ目のメニューでは、セクター

のウェイトを個々のセクター毎、すべてのセクター(単一の上限値をすべてのセクターに適用するため

に最も一般的に使用されます)、あるいは全セクターが均等のウェイトとなるように設定できます。2

つ目のメニューでは、組入れモードと除外モードを切り替えます。除外モードでは、セクター名の左

側にあるボックスのチェックを外すことで、セクターが明示的に除外されます。除外モードを使用す

る場合、時間の経過とともに追加されるセクターがあると、そのセクターが自動的に含まれてしまう

ことに注意してください。組入れモードでは、ボックスは自動的にチェックされません。セクターは

明示的に含まれておりますが、時間の経過とともにセクター分類カテゴリに追加されたセクターは自

動的には含まれません。 

D. 個別のウェイトを指定する場合は、加重制限の列にある黄色のボックスに数値を入力する必要があり

ます。パーセント単位でウェイトを指定するには「＝」を、下限を設定するには「≧」、上限を設定す

るには「≦」の演算子を選択し、黄色のボックスに各数値を入力します。 

E. カスタマイズ内容は、画面右下の [組み入れ基準と計算の前提] パネルに自動的に入力されます。条件

を削除するには、削除する条件内の「x」をクリックします。 
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3. [発行体]タブでは、前の[セクター] タブと同様に、特定の発行体の組み入れや除外、ウェイトおよび上限、下限

値の設定が可能です。発行体を検索するには、親ティッカーを検索ボックスに入力します。なお、発行体の識

別に使用できるのは親ティッカーのみです。[加重方法] ドロップダウン・メニューは、[セクター] タブと同じ

ように機能します。この例では、全ての発行体に 5%の上限値を適用しています。ここで定義したウェイトの

ルールに実行可能な解がない場合は、エラーが表示されるので、設定方法を調整する必要があります。この場

合、警告メッセージは、カスタム・インデックスのプロファイル計算時に表示された順序で重み付けルールが

適用されることをユーザーに通知します。 
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[銘柄]タブでは、カスタム・グループを作成して、追加の非標準セクターの組み入れ、除外、ウェイトの指定ができま

す。セクターを作成したら、[セクター] タブまたは [発行体] タブで、セクターを切り替えて組み入れや除外、他のセク

ターと同様に特定のウェイトを設定することが可能です。 

 

A. [銘柄グループの作成] をクリックすると、カスタム・グループの基準を入力するためのパネルが表示さ

れます。 

B. まず、ツール内で識別できるようにグループ名を入力して設定します。 

C. 次に、キーワードと演算子を選択し、選択したカスタム・セクターの適切な基準を入力します。キー

ワードと条件を組み合わせて、標準のセクター化では提供されないような分類を作成できます。たと

えば、流動性を確保する目的で設定される残存額面（Par Amount）の最低値が良く使用されます。 

D. セクターの条件を設定したら、右下の「保存」をクリックします。セクター分類を更新する必要があ

る場合は、[銘柄] タブの編集ボタンをクリックします。銘柄グループを削除するには、左下の [銘柄グ

ループの削除]をクリックします。 
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4. [計算方法]タブでは、セクション 1のベース・インデックスのウェイト指定同様、カスタム・インデックスの通

貨ヘッジを指定に加えて、カスタム インデックス内で重複する銘柄の選択を許可することもできます。この例

では、50% の為替ヘッジが適用されます。 

 
 

A. 為替ヘッジを適用するには、為替ヘッジ・パネルを選択します。重複する銘柄を基準インデックスに

加重できるようにするには、「Overlapping issues」を選択する必要があります。 

B. ヘッジ比率は 0～100%の範囲で入力します。これにより、インデックス内のすべての通貨が、左上に

設定された通貨にヘッジされます。 

C. オーバーライドを使用すると、インデックス内の各通貨をベース通貨に対して指定された金額でヘッ

ジできます。たとえば、豪ドルは 50%、人民元は 25%、香港ドルは 100%などとヘッジ比率を指定す

ることができます。 

D. 為替ヘッジの設定は、カスタム・インデックスの設計基準として右パネルに自動的に追加されます。 

 

5. [アドバンス設定]タブでは、組入れ/除外機能を使用するのではなく、除外リストをアップロードするためのオ

プションが提供されます。 「+」ボタンをクリックすると、ユーザーは国、発行体(親ティッカー)、資産クラス 

(GLIC)、または通貨に基づいて除外リストを追加することができます。この除外リストを保存するには、リス

ト名を入力し、「保存」ボタンをクリックします。 



 

  

FTSE Russell  17 

 

 

 

 

カスタム・インデックスの定義が完了しましたら、パネル右上にある[プレビュー] ボタンをクリックします。 

 

上部のプレビュー・パネルには、カスタム・インデックスの 4 つのタブすべてにデータ反映され、現在のプロファイ

ル、パフォーマンス、分析値および回転率について最長で過去 10年間のバックテストの結果が直ちに表示されます。 
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想定された仕様が定義されていれば、シミュレーションを保存、あるいは新しい Iterationとして保存することもできま

す。新しい Iterationとして保存した場合、保存する前に Iterationの名前を付けるように求めるボックスが表示されま

す。いずれかの方法で保存したら、プロジェクトを閉じることができます。次回にこのプロジェクトを開いた際には、

保存された Iterationが表示されます。 
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公開の手順 

カスタム・インデックスを作成、検証、保存したら、右上にある [Publish] ボタンを使用して、リリースのために

FTSE Russellの担当部署に直接カスタム・インデックスの内容を送信することができます。このボタンをクリックす

ると、公開に必要な情報を入力するよう求められます。公開の申請から導入までの所要時間は約 2週間です。 

 

 

1. カスタム・インデックスを公開するには、カスタム・インデックスの基準日、ベース通貨、追加のレポート通

貨（為替ヘッジの有無を含めて）、配信チャンネルなどを決める必要があります。すべての条件は、FTSE 

Russellによりレビューされ、標準的なコマーシャル・ポリシーの対象となります。 

2. ユーザーは提出したインデックスが希望しているカスタム・ベンチマークとして、意図どおりの仕様であるこ

とを確認する必要があります。 

3. Request Publicationをクリックすると、FTSE Russellのカスタム・ソリューション担当者にリクエストが送信

されます。カスタム・インデックスの設計に問題がない場合は、FTSE Russellの営業担当部署に通知され、カ

スタム・ソリューション担当者がカスタム・インデックスのリリースを進めるのと同時に、カスタム・インデ

ックスのライセンス締結手続きを行います。IXMから提出されたカスタム・インデックスは、問題が無ければ

2週間以内に公開されます。ただし、何らかの懸念点が見受けられた場合は、カスタム・ソリューション担当

者が仕様を再確認するために、公開プロセスは中断されます。  
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カスタム・インデックスの設定例 

例 1:米国 BIG債券インデックスに除外と上限値を設定 

 

 

例 2:米国債インデックス + 米国インフレ連動債券インデックス 
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例 3: 米国のハイイールド債と投資適格債をブレンド 

 

 

言語の設定 

IXMのユーザー・インターフェースは英語のほか、日本語と中国語（簡体および繁体）をサポートしています。デフォ

ルトでは英語が設定されていますので、言語の設定を日本語に切り替えるには、1) 画面右上のアイコンをクリックし

て System Configurationを選択、2) System Configurationパネルで Regionを選択、3) Languageドロップダウン・メ

ニューから日本語を選択、4) 最後にパネル右下にある Saveボタンをクリックしてください。 

 

 

 



 

  

FTSE Russell  22 

 

FTSE Russell, an LSEG businessについて 

FTSE Russell は、革新的なベンチマーク、分析、データ・ソリューションを世界中の投資家に提供するグローバル・
インデックス・プロバイダーです。FTSE Russell は、70カ国以上の市場や資産クラスを測定・ベンチマークする数千
のインデックスを算出し、世界の投資可能な市場の 98%をカバーしています。 

 

FTSE Russell のインデックスに関する専門知識やプロダクトは、世界中の機関投資家や個人投資家によって幅広く利
用されています。約 15兆 9,000億ドルが FTSE Russell のインデックスをベンチマークとして参照しています。一流
のアセット・オーナー、資産運用会社、ETFプロバイダー、および投資銀行が、投資パフォーマンスを計測し、ETF、
仕組商品、インデックス・ベースのデリバティブ商品を組成するために FTSE Russell のインデックスを参考にしてき
ました。 

 

FTSE Russellのインデックス設計と運用は、普遍的な原則を中核とした指針に基づいており、透明性の高いルールに
基づいたメソドロジーは、主要な市場関係者で構成される独立した委員会から得られた知見に裏付けられています。
FTSE Russell は、インデックス設計とガバナンスにおいて業界最高の水準の適用を掲げて IOSCO原理を採用していま
す。また、FTSE Russellは、インデックスのイノベーションとお客様とのパートナーシップに全力を注ぎ、提供する
インデックスの拡大と向上を目指しています。 

 

FTSE Russell は、ロンドン証券取引所グループの完全子会社です。 

 

詳細については、 fi.indexjp@ftserussell.comまでお問い合わせいただくか、Web サイト FTSE Russell インデックス、イ

ンサイト、データ | FTSE Russell | LSEG をご覧ください。 

Japan  

+81 3 6441 1440 
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